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概要

大量物品販売庖舗内で発生した火災時、従業員が火災発生を早急に確認し、来庖客に対する避難誘導及

び初期消火によって、し、かなる被害低減効果が期待できるのか検証した。

その結果は、次のとおりである。

1 火災発生時、従業員は火災発生を知ってから現場に i分以内に駆け付けられると考えられる。さらに、

簡易消火具は点火から 2分経過後の火災を消すことが可能で、あった。

2 居舗内の小さな火源を感知し、それをすぐに従業員に知らせる方策がとれれば、従業員が簡易消火具

を携行することにより初期火災に対する抑制効果を得ることができる。

1 実験の目的

庖舗内で火災が発生した時に、早期に発見すること

により、客や従業員の非難時間を確保することができ

る。r(その1)住宅用スプリンクラー設備の火災抑制
効果確認、実験の結果j及び r(その 2)早期火災感知方
策の確認実験の結果Jの報告で、火災の早期発見によ

る火災拡大抑制の可能性を示し、早期発見に有効な火

災検出方法についても検討した。

庖舗においては、初期消火や避難誘導は従業員によ

って行われる。火災発生の知らせを早く多くの従業員

に伝達することが、安全確保に寄与する。また、火災

発生を知った従業員が一秒でも早く初期消火の態勢を

とることが、被害の低減につながる。

そこで、庖舗内で従業員がどのくらいの時間で駆け

付けてくるか、また、その時間程度経過した火災規模

なら消火することができるのか、について検証を試み

た。

実際の庖舗に協力をいただき、庖舗に既に設置され

ている通報システムを利用し、警報の伝達にかかる時

間や従業員が火災現場に駆け付けてくる時間の計測を

行った。また、火災発生から駆け付けてくることので

きる時間を考慮、して、その時間が経過Lた後で、簡易

消火具を用いて消火実験を行い、消火の可能性を探っ

た。

2 実験内容

(1) 駆け付け実験

ア 庖舗既設の通報システム

このシステムは、炎センサーが作動したときに、構

内 PHSを通じて、火災発生場所を従業員の PHS端末に

伝達するシステムである。システムの概要は図 1のと

おり。炎センサーは、一定以上の強度の紫外線を検出

するとその場で警報音を発する製品を使用し、警報音

とともに発報信号を送信する。発報信号を警戒区域毎

に設けた受信装置で受け、構内 PHSの交換機を経由し

て自動でメッセージを伴った発呼をかける。発呼に応

答した人には音声と文字のメッセージが伝達される。

この庖舗では、PHS端末でメッセージを確認した人は、

構内放送を用いた火災の発生を隠語で知らせる放送を

すると伴に、火災現場に駆け付ける体制をとっている。

イ 実施方法

炎センサーが設置されている火災警戒エリア内で、

営業中に従業員への事前の予告なしにライターを点火

しセンサーを作動させる。点火時刻を起点として、!苫

内放送が流れるまでの時間や従業員が駆け付けてくる

までの時間を計測した。また、駆け付けてきた従業員

には、庖舗内平面図に駆け付け経路を記入してもらっ

た。その他に以下の項目について質問した。

(7) 現庖舗での勤続期間

(イ) 駆け付け時間に影響のあった要因
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図 1 構内 PHSを利用した通報システムの概要因

(2) 消火実験

従業員が火災発生を知り、火災現場に駆け付けてく

ると仮定し、そのとき消火器などを持参してきた場合

にどのくらいの消火効果が期待できるかを実験的に確

認する o ここでは、軽量で携行に便利な簡易消火具を

持参してくるとした。駆け付け実験で得られる駆け付

け時間を基に、安全率を 2倍程度に見積り、それを点

火からの経過時間とし、エアゾール式の簡易消火具で

消火する。準備したエアゾール式簡易消火具の仕様と

外観は表 1及び図 2のとおり。放火の多い寝具売り場

での火災を想定し、燃焼物は表 2の布団セットで、ス

チール製の棚の上段及び下段に 2セットずつ置いた。

(図 3参照)

表1 使用した簡易消火具の仕棟

消火剤 強化液

消火剤量 490g 

総質量 約 630g

放射時間 約 12秒

放射距離 3m 

鑑定の有無 有

図2 実験に使用した簡易消火異
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表2 燃焼物の布団セット一つ当たりの仕様

掛・敷布団
カバー…綿 100弘

中綿…羊毛 50弘、ポリエステル 50世

枕 ポリエスナル 100世

専用袋 ポリオレフィン樹脂

重量 7.2 kg 

図3 実験で使用した布団セット

3 実験結果と考察

(1) 駆け付け実験

実験を行った庖舗は 9つあり、床面積は 8庖舗が約

150~810 rrfで、 1r.5舗が約 1500ばである。 8庄舗が複

数の売り場階をもっ居舗であった。炎センサーを作動

させた階と同じ階から駆け付けてきた従業員は 16人、

他の階から駆け付けてきた従業員は 9人、不明が 3人

で合計 28人であった。営業への支障もあるので、アン

ケートへの回答は、原則到着の早い 3人までとした。



る階から駆け付けた 13人の従業員を対象にした。!古内

放送が入る前に駆け付けた従業員は炎センサ一作動時

点をゼロとし、それ以外の従業員は庖内放送がかかっ

た時点をゼロとして、実際に駆け付け行動をしている

時間と、平面図に記入した駆け付け経路から移動速度

を求め駆け付け速度とした。

駆けつけ速度の結果は表 4のとおり。平均駆け付け

速度は O.87m/秒で、一般的な歩行速度よりも遅い結果

となった。庖舗内ということもあり、駆け付け経路の

屈曲や、経路上の来庖者などが理由で遅くなったと考

えられる。この数値はあくまで平均であり、駆け付け

の様子を観察していると走っている姿が確認できたた

め、一つの経路中で速度の速い部分と遅い部分が混在

していると思われる。通路の屈曲や来j苫者の存在を考

慮すると、通路幅は広いほうが良い。庖舗での勤続期

間と駆け付け速度の聞には特段の傾向はなかった。

最初に駆け付けた従業員の平均駆け付け時間

平均駆け付け時間 41秒

最短駆け付け時間 7秒
最長駆け付け時間 79秒

表3

表4 駆け付け従業員の平均駆け付け速度

.平均駆け付け速度 O.87m/秒

最短駆け付け時間 ~ 0.4-1. 4m/秒
最長駆け付け時間 O.33m/秒

ア 駆け付け時間の分布

炎センサ一作動時をゼロとし、火災現場に従業員が

到着するまでの時間を計測した結果、図 4のような分

布になった。

庖舗で最初に到着した従業員の駆け付け時間の概要

は表 3のとおり。標準偏差は約 19秒であった。最短の

7秒で駆け付けてきた従業員は、PHSシステムによらず、

炎センサーが発する警報音を聞き、駆け付けたと考え

られる。この 7秒の人を除きこの庖舗の 2番着の人 (59

秒)を最初の人と仮定したとしても平均 47秒であった。

これらの平均時聞と 70秒台が一人という分布により、

最初に到着できる人は概ね l分と想定できる。

全ての従業員の駆け付け時間を平均すると約 62秒

となり、標準偏差は 28秒である。ぱらつきは大きいが

駆け付けた従業員の 64協が l分以内に到着しており、

炎センサーが発報と同時に従業員に通報できるシステ

ムを備えることで、概ね l分ほどで、従業員が駆け付

けてくる可能性が大きいといえる。

イ 「占内放送までの時間

7J，t;舗で放送が流れ、平均時間は約 32秒、標準偏差

は約 7秒であった。ぱらつきがノトさく、 システムは有

効に機能していると考えられる。放送により駆け付け

行動を開始していることも確認できた。残り 2庖舗は、

J古内トラ ンシーバーにより連絡していた。

ウ 駆け付け速度

駆け付け経路が明確で、発報させた炎センサーがあ

-庖舗で量先着の人
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図4



エ駆け付け障害の理由

アンケートの回答から得られた駆け付けの障害とな

る理由は以下のとおり。

-通報システムが改修中で、どこの階で発報したのか

分からず、駆け付けるのが遅れた。

-勤務して 3日目だ、ったので、売り場の把握ができて

いなかったため、逆方向へ向かつてしまった。

・品出しで台車を押していたため台車を置くのに時聞

がかかり遅くなった。

炎センサ一発報場所が特定できるのであれば、従業

員の駆け付けはスムーズに行える。勤務日数が少ない

従業員には、庖内売り場配置を理解させる教育が重要

である。

オその他

駆け付けてきた従業員が消火器を持参してきた庖舗

があった。

(2) 消火実験

駆け付け実験の結果から、炎センサーが作動して直

ぐに従業員への通報が行われるシステムがあれば、約

l分で従業員の駆け付けが可能である。そこで、この

実験の消火開始時間は、安全をみて l分の倍の 2分と

した。

消火を開始する直前の燃焼状況を図 5に示す。点火

位置は、棚下段の布団セットの入った樹脂袋の左隅と

し、点火はオイルライターで行った。点火後、 主に樹

脂袋が溶けながら燃焼し、 l分経過後くらし、から徐々

に中身の布団へ燃え移り、 2分後に図 5の状態へ至っ

た。消火後に確認すると、布団は中綿まで燃焼が進ん

でいた。

2分経過後に消火を開始して、エアゾール式の簡易

消火具 l本分により消火が可能で、消火後 2分間再燃

することはなかった。このとき、消火具の消化剤は使

い切っていない。点火後 2分に消火を開始することを

2度試み、どちらも消火できた。

点火部位

図5 点火2分後(消火直前)の燃焼状況
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4 まとめ

庖舗内で発生した火災に対し、従業員が火災の発生

をいち早く確認し、避難誘導を行うとともに、初期消

火が行えれば、被害低減に効果的である。火災極初期

の小さな炎で作動するセンサーを利用し、火災発生を

知らせるシステムがあった場合に、従業員が火災現場

に駆け付けてくる時間を実庖舗で計測した。また、駆

け付け時間を考慮した初期火災に対するエアゾール式

簡易消火具の消火効果を検討した。

(1) 駆け付け時間の平均は 41秒で、 l分以内には従業

員が駆け付けてくると考えられる。

(2) 駆け付け速度は平均 O.87m/秒で、速度の高低は、

勤務期間の長短より売り場配置を把握しているかどう

かが重要である。

(3) 駆け付けが遅くなる理由として、庖内の売り場配

置を把握していない、通報システムが改修中で場所が

不明確だ、った、中断できない作業中で手が離せなかっ

た、などが挙げられた。

(4) 寝具売り場での火災を想定した消火実験では、エ

アゾーノレ式簡易消火具で 2分経過後の火災を消すこと

が可能であった。

営業中の庖舗などで、小さな火源を感知することが

でき、それをすぐに従業員などに知らせる方策をとれ

るとすると、火災確認に来る従業員が簡易消火具を携

行しているだけでも、初期火災に対する抑制効果を得

られることが分かつた
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Abstruct 

In case a fire occurred in a 1arge store， we verified the efficacy of damage reduction measures of 

the emp10yees confirming the occurrence of the fire at an ear1y stage， guiding the customers to safety， 

and carrying out initia1 fire extinguishing measures 

The resu1ts are as fo11ows 

When a fire occurs， the emp10yees are thought to be capab1e of rushing to the site within a minute 

from the time he or she becomes aware of the fire. Moreover， i t was clear that simp1e fire extinguishing 

too1s can extinguish a fire within two minutes of ignition. 

2 If we detect a small source of fire in a store and take measures to notify the emp1oyees， fire contro1 

on initia1 fires can be achieved by having the emp10yees carry a simp1e fire extinguishing too1. 
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